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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

　

　・小山　正好様～　下痢・嘔吐あり隔絶対応になっていますが、解除となり面会出来る様になったら、奥様に連絡して下さい。しばらく八戸にいるそうです。

· 担当業務報告の面談スケジュール予定を組んで用紙に記入して下さい。

· 隔絶対応の為の部屋移動ありました。部屋移動があった時はメールでもよいので随時庶務室へ連絡して下さい。

　　　　瀬川　はな様･･･208→206（隔絶解除）

　　　　三浦　トシ様･･･208→204

　　　　長根　斑男様･･･101→208

　　　　櫛桁　武男様･･･209→203（隔絶解除）

　　　　田茂　鉄美様･･･208

· Ｂユニットの患者様からも下痢症状のある方がでました。食事介助など、患者様に接する前にはきちんと手洗いをしてから接していくようにしましょう。引き続き、ハイターによる拭き掃除を行うようにし、感染の拡大を防ぎましょう。

　＜皮膚科＞

　　　・　上田　正男様～　抗ヒスタミン剤2Ｔ　2×1　7日分臨時処方（本日夕より内服）

　　　　　　　　　　　　　※　湿疹の状態の観察をしていきましょう。また、掻痒感の有無を確認していきましょう。

　　　・　長根　斑男様～　抗ヒスタミン剤2Ｔ　2×1　7日分臨時処方（本日夕より内服）

　　　　　　　　　　　　次回から定期処方となる。

　　　　　　　　　　　　※　皮膚の赤みの状態、浸出液の有無を観察していきましょう。

　　・　山下　ヨシ様～　軟膏処置の部位が増えています。両手にも他の部位と同じ軟膏を塗布、皮膚状態の観察をして下さい。

　　＜皮膚科定期薬処方箋について＞

　　　　　　月曜日に薬局に下ろす事になっていましたが、定期薬をつくるのに遅いとのことです。皮膚科の日に皮膚科に付くリーダーが野沢Ｄｒの印をついて薬局に下ろして下さい。定期薬処方箋が病棟に上がってきたら皮膚科のボックスに入れて下さい。

　＜褥瘡患者様検討＞

· 永洞　恭子様～　創部の盛り上がりが見られていますが、白色であり不良肉芽形成で　　　　　　　　　　

す。血行障害、浮腫が原因と思われます。黄色の壊死組織が見られる事がある為、壊死組織がある時は取り除いて処置を行うようにしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 竹内　チセ様～　臀部褥瘡は浸出液なく改善傾向にありますが、時々、黄色の壊死組　　　　　

織が見られることがあります。壊死組織がある時は、除去してから処置して下さい。臥床傾向にある為、ホールで過して頂くように声掛けしていきましょう。

· 以前褥瘡があり治癒した患者様は再発のリスクが高いので、オムツ交換時皮膚の観察

をして行きましょう。発赤あるときはラップ処置を行い、早めに対処し、体位変換を

行い進行を防ぎましょう。

＜患者様評価・検討＞　

· 中村　松五郎様～精神症状無くなっているので、施設入所を考えていきましょう。

· 峰田　満男様～　患者様も調子が良いと話され、プログラムに参加されたり、自ら

　　　　　　　　　　ウォーキングを行っています。今の精神状態を維持出来る様に援助

　　　　　　　　　　していきましょう。自主的にウォーキングしている時は評価してください。

＜田名部Ｄｒより＞

　古川　徳一様～食事の摂取量少なく、以前もジギタリス中毒で嘔吐や食思不良の症状が出た為、強心剤の服用を中止としていました。症状の改善見られている為、強心剤を服用再開予定です。最近、食事の摂取量が減少してきており経管栄養も考えています。

　見付　喜久様～軟便続いている為、臨時で服用中の下剤は本日より中止となります。　　　　

　　　

　　　　

